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• 各種取組事業のスケジュールについて

• 「令和７年分 公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」の電子申請サービスの開始と
扶養親族等申告書の送付

• 「令和６年分 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付します

• 遠隔手話通訳サービス及び文字チャットサービスを開始します

• 住基連動による死亡保留の業務スケジュールのお知らせ

• 令和６年度の「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」の送付について

• 11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！

皆様こんにちは！９月号の「かけはし」をお届けします。

さて、本号では、 扶養親族申告書に係る電子申請サービスの内容や社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書に関する内容、また、遠隔手話通訳サービス及び文字チャットサービスについて
掲載しています。

障害年金講座では、診断書交付時のお願いその⑤についてお伝えしています。

ぜひ日々の業務にお役立てください。

引き続き、市区町村の皆様との「かけはし」となるよう努めてまいりますので、ご理解とご協
力をよろしくお願いいたします。

1 September2024＜Vol.90＞



機構からの連絡

各種取組事業のスケジュールについて
（事業推進統括部）

2 September2024＜Vol.90＞

【記号の区分】

■（定例）…毎年定例の実施分 ●（単発）…今回限りの単発実施分 ▲（新規）…新規の実施分

平素より年金事業にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。
日本年金機構において、令和６年９月から令和６年11月に実施を予定している取組事業や

各種発送物の送付時期につきまして、下記のとおりお知らせいたします。
※変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

令和6年 9月

令和6年 10月

■（定例） 令和７年分の扶養親族等申告書の電子申請サービスの開始と扶養親族等申告

書の送付

→ 詳細は、本誌３頁をご確認ください。

■（定例） 年金生活者支援給付金の請求書（ターンアラウンド様式）の送付

令和6年 11月

■（定例） 国民年金保険料の全額免除・納付猶予申請勧奨を実施

（ターンアラウンド申請用紙の送付及びマイナポータルへの免除TAの電子送付）

→ 詳細は、本誌20頁をご確認ください。

■（定例） 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の送付

→ 詳細は、本誌15頁をご確認ください。

■（定例）ねんきん月間・年金の日（11月30日）

→ 詳細は、本誌22頁をご確認ください。

■（定例） 国民年金保険料の一部免除申請勧奨を実施

（ターンアラウンド申請用紙の送付）

■（定例） 国民年金未納保険料納付勧奨通知書（催告状）の送付
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「令和７年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」の電子申請サービスの開始
と扶養親族等申告書の送付 （特定事業部）

令和７年分の扶養親族等申告書（以下「申告書」という。）について、電子申請のお知らせと
提出の受付及び紙の申告書のお知らせと提出の受付を開始します。

9月にお知らせを送付する方の提出期限は令和6年10月31日（木）です。

令和7年分の申告書は、令和６年９月5日（木）からパソコンやスマートフォンで電子申請が

可能です。電子申請すれば、紙の申告書を郵送する手間も切手代も不要です。

〇扶養親族等申告書のお知らせの対象者

老齢または退職を支給事由としている年金の支給額が以下に該当する方。

・65歳未満の方：108万円以上

・65歳以上の方：158万円以上

（退職共済年金（JR、JT、NTT、農林共済）の受給者であって、老齢基礎年金が支給されて

いる方の場合は、退職共済年金の支給額が80万円以上）

〇電子申請の対象者

上記、令和7年分の申告書の対象の条件に該当する方は電子申請により提出が可能です。

※ただし、ねんきんネットが利用できない旧法老齢年金の受給者の方、および、国外に居住する

配偶者または扶養親族を控除対象としている方を除きます。

〇電子申請の利用条件

電子申請を利用するためには、以下の手続きを済ませている必要があります。

・マイナンバーカードの取得

・マイナンバーカードに署名用電子証明書のパスワード（6桁～16桁）を設定

・マイナポータルの利用者登録

・マイナポータルとねんきんネットの連携手続き

（事前に手続きを行っていない方でも、手続きを行った後であれば電子申請は利用可能です。）

〇対象者へのお知らせ

• マイナポータルとねんきんネットとの連携手続きを済ませており、電子申請の対象となる方

には、令和６年９月5日（木）から順次、マイナポータルにお知らせをお送りします。

併せて、ねんきんネットのIDを保有している方で、メールアドレスを登録してる方にはお知

らせメールをお送りします。

• 送付する紙の申告書に、電子申請を案内するリーフレットを同封します。前年の申告書を提

出した方向けのリーフレットは７頁以降をご覧ください。

September2024＜Vol.90＞

＜申告書の電子申請サービス＞
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〇電子申請には署名用電子証明書のパスワードが必要です。

マイナンバーカードへの署名用電子証明書パスワード（英数字6桁～16桁）の設定方法等に関し

て市区町村へお問い合わせが想定されますので、必要な対応をお願いします。

＜注意事項＞

〇電子申請により申告書を提出した方は、紙の提出は不要です。

電子申請により提出された方は、紙の申告書を別途提出する必要はありません。紙と電子申請で

重複して提出しないよう、ご案内ください。

＜電子申請に関する問い合わせがあった場合＞

日本年金機構ホームページには、申告書の電子申請の操作方法、説明動画、Ｑ＆Ａ等を令和６年

９月５日（木）から掲載します。お客様から電子申請に関するお問い合わせがあった際は、こちら

をご案内ください。

〇相談チャット

日本年金機構ホームページでは、扶養親族等申告書に関するよくあるお問い合わせに自動でお答え

する相談チャットを開設しています。24時間いつでも対応しています。

お問い合わせ時間
月曜日 午前8:30～午後7:00
火～金曜日 午前8:30～午後5:15
（月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後7:00まで）
第２土曜日 午前9:30～午後4:00

※土日、祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～1月3日はご利用いただけません。

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/denshi_fuyo.html

＜紙の申告書の送付＞

September2024＜Vol.90＞

令和6年9月中旬から、順次、扶養親族等申告書のお知らせの対象者（３頁参照）宛てに令和7

年分申告書を送付します。
〇申告書のレイアウト

令和7年は税制改正による申告書のレイアウトおよび提出方法は昨年と変更ありません。

申告書のレイアウトは５～６頁をご覧ください。

〇前年（令和６年）分の申告書を電子申請で提出した方へのお知らせ

前年分の申告書を電子申請で提出した方、または、事前にねんきんネットに申告書のペーパー

レス化の登録をされている方には、紙の申告書は送付せず、マイナポータルへのお知らせによっ

て、申告書のご案内をします。

ただし、提出期限（令和６年10月31日（木））までに提出のない方へは、11月に別途、お知

らせハガキを送付します。

「個人の方の電子申請（扶養親族申告書）」

日本年金機構ホームページ

＜ご不明な点がある場合＞

〇お問い合わせダイヤル

扶養親族等申告書に関するご不明な点がある場合のお問い合わせは「扶養親族等申告書お問い合わ

せダイヤル」で受付します。お近くの年金事務所と併せてご案内ください。

「扶養親族等申告書お問い合わせダイヤル」

ナビダイヤル ０５７０-０８１-２４０

050から始まる電話の場合 (東京)０３-６８３７-９９３２
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書（紙） 1/2

提　出　期　限

上記以外の場合

電話番号

　　　

氏　名

令和7年分　公的年金等の受給者の扶養親族等申告書

 

1.夫                    2.妻

控除対象となる配偶者

配偶者の区分
源泉控除対象配偶者

または
障害者に該当する同一生計配偶者

氏 名

生年月日

続 柄

1.明

特定・老人の種別

1．特定　  　2．老人

同居等の区分障 害
 該当なしの
 場合は
 記入不要

続 柄
控除対象扶養親族（16歳以上）
または扶養親族（16歳未満） 

氏 名

氏 名

フリガナ

５

令和６年１０月３１日

 個人番号

（マイナンバー）

個人番号

（マイナンバー）

　　扶　養　親　族　（３人目以降は裏面にご記入ください）Ｃ

４

フリガナ

年 月 日

機構
使用欄

年 月 日

機構
使用欄

3 子
4 孫
5 父母祖父母
6 兄弟姉妹
7 その他
8 甥姪等
9 三親等以内の親族

フリガナ

機構
使用欄

個人番号

（マイナンバー）

フリガナ

3.大 5.昭 7.平

提出年月日 令和　    　年　    　月　    　日

国外居住の有無

国内居住の場合は記入不要

　
前年から「変更なし」で申告します。

前年から「変更あり」で申告します。
「作成と提出の手引き」をご覧のうえ、変更がない
箇所も含め、該当項目をご確認ください。

ア

イ

０

10

11 12 13

受　給　者Ａ

　提出年月日および 受給者欄にご本人の氏名、電話番号を

　記入し、ご提出ください。他の項目はご記入不要です。

｢手引き｣を参照し、右の欄に年間所得の
見積額をご記入ください（収入がない方
はゼロを記入）。

下記   ～   は該当なしの場合は記入不要です。１ ３

1.普通
　障害

2.特別
　障害

配偶者障害

該当なしの場合は記入不要

同居等の区分

　配偶者老人区分

６

７

国外居住の有無
国内居住の場合は記入不要

1.非居住者

９

配偶者の所得見積額が48万円
以下かつ70歳以上の場合に該当

2.老人

48万円
以下

48万円
超

退職所得あり

退職所得あり

万円

退職所得がある方は、右の欄に〇をした

うえで、上記金額から退職所得を除いた

金額をご記入ください（退職所得がない

方は記入不要です）。

1.同居 2.別居

国外居住

1.同居 2.別居

1.普通
　障害

2.特別
　障害

機構
使用欄

８

退職所得を除いた
金額が48万円以下

 本人障害 　　 

 本人所得 年間所得の見積額が900万円を超える
場合は右の欄に をしてください。

３

1.寡婦
 （子がいない女性の方）

2.ひとり親
（子がいる方）

１

5.ひとり親4.寡婦

寡婦等
本人の年間所得見積額
500万円以下

退職所得を除いた
所得見積額で
要件に該当

1.普通障害 2.特別障害

２

地方税（個人住民税）控除のみ

配偶者の収入が年金のみで、
下記1、2のどちらかに該当の方は  
右の欄に をしてください。
１．65歳以上の場合、年金額が
　　158万円以下の方　
２．65歳未満の場合、年金額が

　　108万円以下の方

Ｂ

万円

生年月日

 扶養親族（16歳未満）の記載は、地方税法第45条の3の3および第317条の3の3の規定による「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」の記載を兼ねています。

年間所得の見積額

退職所得のある方

退職所得を除いた所得額

年 月 日

3.留学

4.障害者

2.30歳未満
  70歳以上

1.普通
　障害

2.特別
　障害

1.同居 2.別居

国外居住

5.年38万円
　以上送金

48万円
以下

48万円
超

退職所得あり

退職所得を除いた
金額が48万円以下

1.明 3.大 5.昭

7.平 9.令

1．特定　  　2．老人

3 子
4 孫
5 父母祖父母
6 兄弟姉妹
7 その他
8 甥姪等
9 三親等以内の親族

2309 1034 001 X

1.明 3.大 5.昭

7.平 9.令

3.留学

4.障害者

2.30歳未満
  70歳以上

5.年38万円
　以上送金

99999  99999  9999  

99999  99999  99999

ネンキン　タロウ

昭和　31年　11月　30日

ネンキン　　　ハナコ

年金　　　　花子

5.昭

30 5 5

未収録

８５

ネンキン　　イチロウ

年金　　　一郎

収録済 * * *  * *  * * * *  *  * *

ネンキン　　　ジロウ

年金　　　次郎

収録済 * * *  * *  * * * *  *  * *

5 4 11

5 4 11

 令和７年分扶養親族等申告書をスマートフォン等　
　　で電子申請により提出した場合は、本用紙の提出
　　は不要です。

September2024＜Vol.90＞
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書（紙） 2/2
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 1/8

September2024＜Vol.90＞



8 September2024＜Vol.90＞

令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット ２/8
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 3/8



10 September2024＜Vol.90＞

令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 4/8



11 September2024＜Vol.90＞

令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 5/8
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 6/8
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 7/8
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令和7年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書に同封する電子申請案内リーフレット 8/8



「令和６年分社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付します
（特定事業部・国民年金部・総合戦略室）

September2024＜Vol.90＞15

国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります

（その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です）。

社会保険料控除の適用を受けるためには、年末調整や確定申告の際に「社会保険料（国民年金

保険料）控除証明書」（又は領収証書）を添付する必要があります。

日本年金機構からは下記のスケジュールで「令和６年分 社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書」を対象者宛てに送付します。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Taxで利用できる電子版の送付も行ってい

ます。郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告ができるため、電子版を推奨してい

ます。

マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録をすると、マイナ

ポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます（希望の登録をすると郵送されなく

なります）。

国民年金保険料を納付した時期によって、「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」の送付時期が異なります。

お客様から控除証明書の送付時期についてお問い合わせがあったときは注意

が必要です！

次頁は、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するQ&Aです。

お客様からのお問い合わせにぜひご活用ください。

対象者 送付方法 送付時期

①
令和６年１月１日から令和６年9月
30日までの間に国民年金保険料を納
付された方

電子送付
令和６年10月中旬から下
旬にかけて順次

郵送
令和６年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

②

令和６年10月1日から令和６年12月
31日までの間に国民年金保険料を納
付された方
（①の対象者は除きます。）

電子送付 令和７年1月下旬

郵送 令和７年２月上旬
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Q：質問 Ａ：回答

１

「社会保険料（国

民年金保険料）控

除証明書」とは何

ですか。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（以下「控除証明書」

といいます。）は、令和６年中（令和６年１月１日から令和６年12月

31日）に納付した国民年金保険料の納付額を証明する書類です。

国民年金保険料について、社会保険料控除の適用を受ける場合には、

年末調整・確定申告の際にこの控除証明書や領収証書を申告書に添付す

ることが義務付けられています。

２
社会保険料控除と

は何ですか。

社会保険料控除とは、自分自身の社会保険料（国民年金、国民健康保

険、健康保険・厚生年金保険など）を納めたとき、または、配偶者やそ

の他の親族の負担すべき社会保険料を納めたときに受けられる所得控除

のことをいいます。

申告できる金額は、令和６年中に納めた社会保険料の金額です。

３

控除証明書はどの

ような人に送付さ

れるのですか。

令和６年１月１日から令和６年12月31日までの間に、国民年金保険

料を納付した方（被保険者ご本人宛）に送付します。

４

控除証明書はいつ

受け取れるのです

か。

令和６年１月１日から令和６年９月30日までの間に国民年金保険料を

納付した方には、日本年金機構より電子版を令和６年10月中旬から下旬

にかけて電子送付する予定です。書面は令和６年10月下旬から11月上

旬にかけて郵送する予定です。

なお、令和６年10月１日から令和６年12月31日までの間に、国民年

金保険料を納付した方（※）には、電子版を令和７年１月下旬に電子送

付する予定です。書面は令和７年２月上旬に郵送する予定です。

※令和６年１月１日から令和６年９月30日までの間に

国民年金保険料を納付した方は除きます。

５

被用者年金（厚生

年金保険、共済組

合等）の加入者に

控除証明書は送付

されますか。

被用者年金の加入者の方でも、令和６年中に国民年金保険料を一度で

も納付した場合は、日本年金機構から国民年金保険料についての控除証

明書を送付します。

なお、被用者年金（厚生年金保険、共済組合等）の保険料については、

お勤め先で控除額を算出の上、市区町村や税務署に届出しますので、日

本年金機構で被用者年金の保険料について控除証明書を作成し、その加

入者の方に送付することはありません。

6

電子版の控除証明

書はどうすれば受

け取れるのですか。

控除証明書の電子送付までにマイナポータルから「ねんきんネット」

にログインし、電子送付希望の登録を行うと、マイナポータルの「お知

らせ」に電子版の控除証明書が届きます。

登録が間に合わなかった場合は、「ねんきんネット」から再交付申請

を行うことで受け取れます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するQ&A

September2024＜Vol.90＞
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また、本誌27～28頁の「広報の広場」に市区町村広報紙用の原稿を掲載しました。

市区町村広報紙を通じて、地域住民の方に広くご理解いただくため、是非ともご活用

ください。

（３）「ねんきん加入者ダイヤル」

電話番号

（ナビダイヤル）０５７０－００３－００４

（東京）０３－６６３０－２５２５

受付時間

・月～金曜日

・第２土曜日

※土日、祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は
ご利用いただけません。

０５０から始まる電話の場合は、

 「ナビダイヤル（０５７０から始まる番号）」と「一般電話（０３から始ま

る番号）」は、通話料金がかかります（ナビダイヤルは通話料定額プラン対

象外です）。

 「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話に

なっているケースが発生していますので、おかけ間違いのないようご注意く

ださい。

午前８：３０～午後７：００

午前９：３０～午後４：００

留意事項

（１）「控除証明書相談チャット（24時間対応）」

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するお問い合わせについては、以下の

（１）～（３）でお受けしています。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関する概要、よくあるご質問（Ｑ

＆Ａ） 等について 、日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）に

掲載しています（令和６年分への更新は令和６年10月上旬予定）。

（２）「日本年金機構ホームページ」

日本年金機構ホームページに、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に

関するお客様からの照会に対して、チャットの形式で自動的に応答するチャット

ボットを開設しています（令和６年分への更新は令和６年10月下旬予定）。

検索日本年金機構

September2024＜Vol.90＞
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遠隔手話通訳サービス及び文字チャットサービスを開始します
（相談・サービス推進部）

日本年金機構では令和6年10月から、聴覚に障害のあるお客様への利便性向上を目的
とした遠隔手話通訳サービス及び文字チャットサービスを本格実施します。

日本年金機構では、今後も引き続き障害のあるお客様への利便性の向上に取り組
んでまいります。

遠隔手話通訳サービス及び文字チャットサービスについて

●遠隔手話通訳サービス

お客様のスマートフォン又はタブレットを使用して、ビデオ通話による手話通訳者を介し

て年金等に関する相談を行う手話通訳サービスです。

●文字チャットサービス

職員の回答や説明の音声を筆記者がお客様のスマートフォン又はタブレットに文字で表示

すること（文字チャット）で、お客様にお伝えするサービスです。

聴覚に障害のあるお客様から、手話・筆談による年金相談のご要望がありましたら、こちらの

サービスをご案内ください。
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住基連動による死亡保留の業務スケジュールのお知らせ
（年金給付部）

＜住基連動による死亡保留の業務スケジュールについて＞

住基連動で死亡情報が確認できた場合の死亡保留の入力スケジュールについてお知らせします。

【業務スケジュール】

（参考）

○令和6年10月の業務スケジュールの見方

① 各自治体で9月4日から10月2日までに入力された死亡の異動情報については、10月3日から10月9

日の間で機構の受給者情報とJ-LISの情報を突合します。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

各自治体での

異動情報の入力

9/4～10/2までに

死亡届を処理

10/3～11/5までに

死亡届を処理

11/6～12/2までに

死亡届を処理

12/3～1/6までに

死亡届を処理

1/7～2/3までに

死亡届を処理

2/4～3/4までに

死亡届を処理

異動者情報照会

（日本年金機構⇔J-LIS）

受給者原簿更新

（死亡保留）

「未支給年金のお知らせ」

対象者情報抽出

「未支給年金のお知らせ」

発送日

令和7年令和6年

３ ９

15 16

6 12

15 18 12 13

３ ９

17 20 14 1417 17

7 14 4 10 5 11

18 16 21 18

年月

項目

17

31 3129 27 28 31

③ その後、10月31日の「未支給年金のお知らせ」対象者情報抽出日の前日までに死亡失権が入力さ

れなかった場合は、11月18日に「未支給年金のお知らせ」が死亡者の住所宛てに送付されること

となります。

② 死亡情報が確認できた場合は、10月15日から10月16日に死亡保留処理（受給者原簿更新）が行わ

れ、11月以降の振込は停止されることとなります。

10月 11月

各自治体での

異動情報の入力

9/4～10/2までに

死亡届を処理

10/3～11/5までに

死亡届を処理

異動者情報照会

（日本年金機構⇔J-LIS）

受給者原簿更新

（死亡保留）

「未支給年金のお知らせ」

対象者情報抽出

「未支給年金のお知らせ」

発送日

令和6年

３ ９

15 16

6 12

15 18

18

年月

項目

31 29

①

②

③
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令和６年度の「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」の送付について
（国民年金部）

国民年金保険料の免除または納付猶予に該当すると見込まれる方に送付する「国民年金保険

料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド様式）（以下「免除TA申請書」という。）」に

ついて、以下のとおり実施します。

令和６年能登半島地震による災害に伴い石川県及び富山県における国税に関する申告期限等

が延長されたことから、対象者抽出日時点で石川県内及び富山県内の市町村に住所がある者を

除く。

全額免除または納付猶予
該当見込み者

一部免除該当見込み者

対象者

令和６年７月分保険料が未納の方で、
令和５年における本人・配偶者・世帯主
の所得金額、扶養情報により全額免除
または納付猶予に該当すると見込まれる方

令和６年７月分保険料が未納の方で、
令和５年における本人・配偶者・世帯主
の所得金額、扶養情報により一部免除
（4分の3免除、半額免除、4分の1免除）
に該当すると見込まれる方

発送時期 10月16日（予定） 11月13日（予定）

発送物

・免除TA申請書

・免除制度等ご案内リーフレット

・個人情報保護シール

免除TA申請書はハガキ形式になっており、必要事項を記入してポストに投函することで、令

和６年度分（令和６年７月から令和７年６月分）の免除・納付猶予を申請することができます。

なお、学生の方や令和６年６月分以前の期間の免除・納付猶予については、今回送付する

免除TA申請書では申請できません。

（免除TA申請書のレイアウトについては、次頁をご覧ください。）

免除TA申請書の送付対象者のうち、全額免除または納付猶予該当見込みの方でマイナポー

タルとねんきんネットを認証連携している方には、マイナポータルの「お知らせ（電子ポス

ト）」に免除ＴＡ申請書を電子送付します。

なお、マイナポータルとねんきんネットを認証連携していない方には、お知らせメッセージ

のみ電子送付します。

１．国民年金保険料免除・納付猶予申請書の送付について

２．マイナポータルへの免除TA申請書の電子送付について
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免除TA申請書（全額免除または納付猶予該当見込み者用）

免除TA申請書（一部免除該当見込み者用）
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11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！
（相談・サービス推進部）

日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年11月を「ねんきん月間」と位置付け、国民の

皆様に公的年金制度に対する理解を深めていただくための取組を行っています。

また、11月30日の「年金の日」は、国民の皆さまに「ねんきんネット」等を活用してご自身

の年金記録や年金受給見込額を確認していただき、高齢期の生活設計に思いを巡らしていただく

ことを目的にしています。

なお、令和6年度の「年金の日」（11月30日）は土曜日ですが、分室を除く、全ての年金事務

所で年金相談を実施します。

「ねんきん月間」や「年金の日」の主な活動予定

各自治体の皆様方におかれましても、「ねんきん月間」及び「年金の日」趣旨をご理解いただき、
掲示や周知にご協力をいただきますようお願い申し上げます。

● 年金セミナーや年金制度説明会の実施
教育機関や企業等で、年金セミナーや年金制度説明会を、

全国各地の様々な場所（市区町村、自治会、商業施設及びそ

の他イベント会場等）で出張年金相談会をそれぞれ実施しま

す。なお、年金セミナー・年金制度説明会は、オンライン形

式でも行っています。

● 「わたしと年金」エッセイアニメーション動画の公開
「わたしと年金」エッセイの過去受賞作品をアニメ―ション

化し、厚生労働省YouTubeへのアップロード及び日本年金機

構ホームページへの掲載を行います。

● 日本年金機構公式X（旧Twitter）でのミニ講座の発信
日本年金機構公式X（旧Twitter）を活用した公的年金制度

や手続きの案内に関するミニ講座を発信します。

● 日本年金機構ホームページ内に「ねんきん月間」ページを設置
全国の年金事務所の取り組み案内のほか、分かりやすく年金

制度について学べるコンテンツを掲載予定です。

● 「わたしと年金」をテーマにしたエッセイ受賞作品の公表
例年、広く国民の皆様から、応募者ご自身やご家族との公的

年金制度の関わり、公的年金への考えなどをテーマにした

エッセイを募集しており、令和６年度の受賞作品を日本年金

機構ホームページに公開する予定です。

● 年金委員表彰式の開催
年金委員(※)の公的年金に係る事業の円滑な推進、年金委員

活動の更なる活性化を目的として、功績が特に顕著と認めら

れる方に対し、表彰状を授与します。

※ 年金の制度や手続きについて、会社や地域において周知・啓発、相談、

助言などの活動を行う民間協力員です。

令和5年度「ねんきん月間」ポスター

令和5年度「年金の日」ポスター
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障害年金センター

第 41回 !

平素より年金事業にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

「障害年金講座」コーナーでは、市区町村の皆様方向けに、障害年金に関する窓口事務での注

意点やよくある返戻事例等、さまざまな情報をお届けしております。

毎号、市区町村の皆様方の日々の業務にお役立てできるよう努めてまいりますので、今後とも

よろしくお願いします。

さて、今回のテーマは、

診断書交付時のお願い

「CRT」や「CRT-D」の装着については、障害認定基準「第11節/心疾患による障
害」の「2 認定要領」の（9）「⑦重症心不全」に分類されています。軽度の心不全
または無症状の心臓機能低下に対しても２級に認定されるわけではありません。

です。

〇「診断書の記載漏れ防止」の観点より、診断書交付時に記入上の注意について可能な限り
説明をお願いします。

〇診断書にあります記入上の注意は、切り離さないまま診断書作成医に渡していただくよう
説明をお願いします。

〇今回は「循環器疾患の障害用」の「診断書」と「記入上の注意」（表裏両面）をセットにし
たものを掲載しました。両面印刷し、診断書と一緒に病院に持参できるよう診断書交付時に
ご活用ください。（他の診断書も随時掲載していく予定です。）

～ちょっと気になる 心疾患について～
心疾患に関する疑問を掲載するので参考にしてください。

「先天性心疾患」の初診日は「出生日」としてよろしいでしょうか。Q1

A1

「先天性心疾患」は具体的な症状が出現し、初めて診察を受けた日が初診日となり
ます。初診日を証明する書類が必要です。
※20歳前に初診日がある障害基礎年金の請求については、「初診日証明手続きの
簡素化」ができる場合があります。詳しくは「かけはし別冊 障害年金講座②」を
ご覧ください。

障害認定基準において、「CRT（心臓再同期医療機器）」や「CRT-D（除細動器
機能付き心臓再同期医療機器）」を装着した場合の障害等級は2級とされています
が、すべてそのように認定されますか。

Q2

A2

診断書交付時のお願い その⑤

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwij3rm3j93VAhWEgLwKHfh_C5UQjRwIBw&url=http://taxxreturn.com/category/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%82%89/&psig=AFQjCNGfiPYcOUVektH6ehEiejsvb-AbIA&ust=1503019764330796
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診断書作成医療機関における初診時所見 初診年月日（昭和・平成・令和 年 月 日）

⑧欄

診断書の太文字の欄は、記入漏れが無いよう記入していただくこととなっています。

一般状態区分表（平成・令和 年 月 日）
※ア～オから該当するものを選んでどれか一つを○で囲んでください。

⑪-２欄

現症時の日常生活活動能力および労働能力(必ず記入してください。)

⑬欄

予後(必ず記入してください。)

⑭欄

上記のとおり、診断します。

病院又は診療所の名称 診療担当科名

所 在 地 医師氏名

※ 診断書作成医等の欄も、記入漏れが無いよう記入していただくこととなっています。

年 月 日

循環器疾患 年 月 日現症）

⑪欄

4 検査所見

（１）心電図所見
① 安静時心電図（平成・令和 年 月 日）
② 負荷心電図
③ ホルター心電図

（２）胸部X線所見 （平成・令和 年 月 日）
（３）動脈血ガス分析値
（４）心カテーテル検査
（５）心エコー検査
（６）血液検査

⑪-４欄

疾患別所見 年 月 日現症）

⑫欄

※障害に関係する検査が実施されていない場合は
該当欄に「未実施」又は「未測定」など、わかり
やすく記入してください。

※障害の程度および状態に無関係な欄に記載す
る必要はありませんが、無関係な欄は、斜線に
より抹消してください。

この日付は診断書の作成年
月日となります。⑪⑫欄に
記載する各検査年月日及び
現症年月日以降の日付で作
成してください。

⑪欄-１、３欄

記入漏れが無いようにお願いします。

※障害に関係する検査が実施されていない場合は
該当欄に「未実施」 又は「未測定」など、わかり
やすく記入してください。

※心電図所見「有」に〇のあるものは、必ず心電

図（コピー）を添付してください。

平成

令和
(

平成

令和
(
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国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得か

ら控除されますが、控除の対象となるのは、令和６年中（令和６年1月1日から令和６年

12月31日）に納められた保険料の全額です（令和６年中に納められたものであれば、過

去の年度分の保険料や追納された保険料も控除の対象となります）。

本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調

整や確定申告の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要です。

このため、日本年金機構から、下記のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」が対象者宛てに送付されますので、お手元に届きましたら、大事に保管し、

年末調整や確定申告の際に使用してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Taxで利用できる電子版の交付も

行っています。郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告ができるため、電子

版を推奨しています。

マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録をすると、

マイナポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます（登録をすると郵送さ

れなくなります）。

なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、

ご自身の国民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」について、市区町村広報紙用の原
稿を２種類用意しました。市区町村広報紙を通じて、地域住民の方に広くご理解い
ただくため、是非ともご活用ください。

対象者 送付方法 送付時期

①
令和６年１月１日から令和６年９月
30日までの間に国民年金保険料を
納付された方

電子送付
令和６年10月中旬から
下旬にかけて順次

郵送
令和６年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

②

令和６年10月１日から令和６年12
月31日までの間に国民年金保険料
を納付された方
（①の対象者は除きます。）

電子送付 令和７年1月下旬

郵送 令和７年２月上旬

原稿１

September2024＜Vol.90＞
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（１）「控除証明書相談チャット（24時間対応）」

日本年金機構ホームページに、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するお客様からの
照会に対して、チャットの形式で自動的に応答するチャットボットを開設しています（令和６年分への
更新は令和６年10月下旬予定）。ぜひご利用ください。

（２）「日本年金機構ホームページ」

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関する概要、よくあるご質問（Ｑ＆Ａ） 等について 、
日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）に掲載しています（令和６年分への更新は
令和６年10月上旬予定）。

（３）「ねんきん加入者ダイヤル」

◆電話番号
（ナビダイヤル）０５７０－００３－００４
０５０から始まる電話の場合は、（東京）０３－６６３０－２５２５

◆受付時間
・月～金曜日 午前８：３０～午後７：００
・第２土曜日 午前９：３０～午後４：００

※土日・祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用いただけません。

検索日本年金機構

日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛てに送付

されますので、お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用し

てください。

送付スケジュールは下記のとおりです。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Taxで利用できる電子版の交付も

行っています。郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告ができるため、電子

版を推奨しています。

マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録をすると、

マイナポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます（登録をすると郵送さ

れなくなります）。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するお問い合わせは下記へご連絡くだ

さい。

原稿２

September2024＜Vol.90＞

対象者 送付方法 送付時期

①
令和６年１月１日から令和６年９月
30日までの間に国民年金保険料を
納付された方

電子送付
令和６年10月中旬から
下旬にかけて順次

郵送
令和６年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

②

令和６年10月１日から令和６年12
月31日までの間に国民年金保険料
を納付された方
（①の対象者は除きます。）

電子送付 令和７年1月下旬

郵送 令和７年２月上旬
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照りつけるような暑さも徐々に落ち着き、少しずつ過ごしやすい季節になってきました。とは言うも
のの、まだまだ日中は30度を超える日もあって日傘が手放せません。お盆の少し前に実家へ帰省したの
ですが、あまりの暑さにほとんど家の中で過ごし、出かけるのは夕方以降…という日が続きました。今
から秋が待ち遠しいです。
さて「かけはし」は、これからも皆様方のご意見とご要望をいただきながら、様々な情報を提供して

いきたいと考えています。今後も、どうぞよろしくお願いいたします。




